
 

 

［成果情報名］夏秋どりイチゴ良食味品種における生食用大玉・６個パックは有望である 

［要約］大手イチゴ仲卸によれば、生食需要は最低２週間の供給が求められる。出荷時期は

大玉・秀品が安定生産される９～10 月が適しており、食味、形、ヘタ部の着色、容器満杯

詰めが重視される。生食用として「すずあかね」大玉・６個パックは有望である。 

［キーワード］イチゴ、四季成り性品種、夏秋期、生食需要、大玉サイズ、６個パック 

［担当］秋田農技セ農試・野菜・花き部・園芸育種・種苗担当、野菜担当 

［代表連絡先］電話 018-881-3330 

［区分］東北農業・野菜花き（野菜） 

［分類］技術・参考 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

東北地域は夏季冷涼とはいえ、真夏の気温はイチゴの生育適温を超えて、果実が小玉化

し、軟らかいため、収穫後の劣化も早い。このような条件下で生産されたイチゴを、夏秋

期（７～10 月）に首都圏に向けて長距離輸送する場合、業務用及び生食用として、実需者

が求める果実品質を把握することは重要である。そこで東北から夏秋期に、四季成り性イ

チゴを首都圏に出荷している実際のルートを用いて果実輸送を行い、実需者に届いた段階

で、果実品質に関する聞き取り調査を行い、生食向けに求められる条件を明らかにすると

ともに、生食需要の方向性を探る。 

［成果の内容・特徴］ 

１．生食向け商品の前提条件として、大手イチゴ仲卸と市場売り場責任者は、良食味・大

果系品種であることをあげている。大玉サイズが商品として成立するためには、一定量

（数箱単位でも可）を毎日、最低２週間続けることが求められる（表１）。  

２．出荷時期は、18 玉以上の秀品・大玉サイズが生産される９～10 月である（データ略）。 

３．果実の大きさと粒数について、市場売り場責任者と大手イチゴ仲卸は、粒数は６粒で、

18 玉以上のサイズを望んでいるが、高級青果専門店のバイヤーは、果実の大きさは 20

玉サイズ程度（写真参照）で、倍の入れ数を要望している（表１）。 

４．高級志向の生食向けでは、果実の形（円錐形厳選）とヘタ部までの着色、揃い、ソフ

トパックへの満杯詰めの順に重視している（表１）。 

５．この時期の生食向け販売の売りは「国産であること」で、加えて市場売り場責任者は

業務向けではスライス扱いとなる 18 玉の有利販売が期待できると見ている（表１）。 

６．試食アンケートの結果、テスト輸送の中では、食味、酸味、果実色、硬さから、業務

・生食兼用品種として「すずあかね」が適当とされた。「なつあかり」は調査時の評価

は高いが、日持ち性が懸念された（表２）。 

７．「すずあかね」の大玉・６個を高級スーパーの生食向けに、東京青果と仲卸が開発し

た小口消費向け‘食べきりパック’は（表２、Ｎｏ，７参照）、生食向け商品形態とし

て有望である。また、調査対象者それぞれに実需者に提案できる商品として認識してい

る（表１）。  

［成果の活用面・留意点］ 

１．この調査は、秋田県の実際のルート（農家～ＪＡ～全農集出荷所～首都圏市場）及び

青森県の実際のルート（農家～運送業者～首都圏市場）で出荷した果実を対象として、

聞き取り等の調査を行った結果であり、届いた果実はすべて商品として遜色のないもの

である。 

２．夏秋期（７～11 月）出荷の、四季成り性品種に適用する。  

３．産地・生産者等が夏秋期に出荷する際の参考データとして活用できる。   

４．本商品形態で出荷する場合、資材経費が慣行より４割程度増加するため、実販売にあ

っては、産地側からの価格提示と交渉が重要となる。 

 



 

 

［具体的データ］ 

表１　生食向け商品‘食べきりパック’に求められる事項（聞き取り調査日：2010年10月７日）

高級果実専門店
（バイヤー）

卸売り市場
売場責任者

食味、形、大玉サイ
ズ（20玉以上）

食味がまあまあで大果系のもの
（現在流通している品種では
「すずあかね」「なつおとめ」
「サマーティアラ」「サマープ
リンセス」が該当）

一定量を継続できる
こと

一定量を毎日供給できること
（四季成りは秋の大玉時期に限
定）

20玉サイズで、12個
入れ

18玉以上の大玉サイズ

高級感を高めるた
め、形は円錐形厳守

仕向け先による（一般向けスー
パーには、多少形は山型でも良
い）

着色、揃いが良い
ヘタ部まで着色（着色むらがな
い）

国産果実の紹介
国産の18玉Ａ品の有利販売が可
能か

実際の取引でないと
価格は決められない

量販店は有る程度価格帯が決
まっている。中に何を詰めるか
の違い。卸価格で200～300円

品揃え（以前から夏
にイチゴを扱って見
たかった）

食べきりパックの需要は今後も
増える（このスタイルでペイで
きるのは本州） 超促成の「とち
おとめ」が出てくるまでが勝負

その他

形

着色

商品の売り

価格帯

聞き取り項目

夏秋期の
生食条件

出荷期間

サイズ

輸入果実（15個）並の卸価格
（参考400円／パック）

商品として提案できる（売り込
みたい）出荷10日位い前から産
地情報が欲しい

ヘタ部まで着色し、着色表では
３以上

良食味で大果系のもの

国産である

大手イチゴ仲卸
（輸入イチゴの荷受会社経営）

例え数箱でも毎日続けて出荷で
きること（２週間は欲しい）

18玉サイズ以上のもの

秀品で円錐形のもの厳選（高級
志向販売向け）、満杯詰め

＊調査対象者は、各１名    

供試番号 Ｎｏ，１ Ｎｏ，２ Ｎｏ，３ Ｎｏ，４ Ｎｏ，５ Ｎｏ，６ Ｎｏ，７

品種 エッチエス-138 すずあかね なつあかり サマールビー サマープリンセス 栃木25号 すずあかね

産地 秋田県 秋田県 青森県 青森県 長野県 栃木県 北海道
（対象
者）
仲卸

果肉良い 酸有る 艶良い 軟らかい
甘さあり、軟ら
かい

甘さない 形良い

市場産
地開発
担当

硬さ良い 果実色・艶良い
色回り、果実
色、艶良い

形良い、揃
い良い

無回答 果実色、艶良い無回答

市場売り
場責任
者

着色まばら、
酸強い

全体に着色薄
い

色回り、着
色、香り良し、
甘みやや強い

硬さ弱い、酸
が気になる

色薄い、味良
い

着色、形良い
が味に特徴が
ない

着色薄い、
味に特徴が
ない

市場売り
場責任
者

形、硬さ良い
が、ヘタ部が
白すぎ、酸味
強い

硬さ、艶良い
酸味やや強い

色、硬さ、艶、
糖酸バランス
良い(日持ち
性が心配)

やや味薄
い、硬さは普
通

着色薄い、酸
味程良く、香り
有る、硬さは
普通

形良い、色が
特に良い、糖
度低い、硬さ
は普通

糖酸バラン
ス良い、硬
さは普通

調査時
の供試
果実の
様子

表２　試食アンケート結果（調査日：2009年10月６日）

注）調査は品種と産地を伏せた状態で実施した。〇は、生食用として適当と思われたものを複数回答してもらった結果であ
る。表中の左４品種は輸送試験試料、右３品種は県外産で市場からの提供によるものである。調査項目は、食味（糖と酸）、
形（揃い）、着色（色回り）、硬さ、果実色、艶、香り、日持ち性など。  

［その他］                   （秋田県農林水産技術センター） 

研究課題名：夏秋どりイチゴの品質評価と品質劣化防止出荷・輸送技術の確立 

予算区分：交付金プロ（四季成りイチゴ）  

研究期間：2008～2010 年度 

研究担当者：田口多喜子、篠田光江、林浩之                                                   

写真：テスト輸送した20
玉６個入れ‘食べきり
パック’（2010年）
供試品種「すずあかね」


